
 
 

10 

 
 

 
 
景観形成方針を実現していくため、以下の項目について定めます。 

（１） 景観計画区域 

（２） 景観形成に関する方針 

（３） 景観形成のための行為の制限 

（４） 景観形成重点地域 

（５） 景観形成モデル地域 

（６） 大垣市景観遺産 

（７） 屋外広告物の表示及び掲出物件の設置に関する事項 

（８） 景観重要公共施設の整備及び良好な景観形成に関する事項 

（９） その他主要な景観施策及び方針 

 
 

（１）景観計画区域 

 

平成９年度に策定した「大垣市都市景観基本計画」では、大垣市全域を対象としていま

す。今回の計画策定においても、合併により新たに加わった上石津地域、墨俣地域を含め

た市全体の良好な景観の形成を図り、大垣らしい魅力あるまちづくりを推進する必要があ

ることから、景観計画に定める景観計画区域は市内全域とします。 

また、景観形成を地域の特性に応じて行うため、4 つの区域区分を設けます。 

 
■景観形成の区域区分 

区区域域区区分分  地地域域  区区分分  面面積積  

① にぎわいの情景区域 大垣地域 商業地域 208ha 

大垣地域 近隣商業地域及び 

住居系・工業系地域 

② くらしの情景区域 

墨俣地域 市街化区域 

3,147 ha 

大垣地域 市街化調整区域 ③ 田園の情景区域 

墨俣地域 市街化調整区域 

4,959 ha 

④ 里山の情景区域 上石津地域 全区域 12,338 ha 

 

３ 景景観観計計画画 
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■景観計画区域及び景観形成区域区分図 
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（２）景観形成に関する方針 

①①  ににぎぎわわいいのの情情景景区区域域  

大垣駅を核とする商業地域は、市外からの来街者が

大垣市への印象を決定づける重要な空間であるもの

の、商店街の衰退や建物の老朽化などにより、まちの

賑わいや風格が失われつつあります。 

そこで、大垣の顔としてふさわしい、賑わいと風格

の感じられる景観の形成を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②②  くくららししのの情情景景区区域域  

住宅景観は、市民のくらしの基盤となるものであり、

より快適な生活が送れるよう、景観形成を図っていき

ます。 

また、工業地は、住宅地を取り囲むように点在して

います。工場は産業都市大垣の活力の源でもあり、周

辺の住宅景観に配慮を行うとともに、例えば歴史のあ

る煉瓦造りの建造物に代表されるものなどは大垣市

の個性をあらわす景観として積極的に保全を促して

いきます。 

 

 

 

 

 

 

○中心市街地にみられる歴史資源を保全活用し、大垣らしさの感じられる景観を

形成していきます。 

○大垣駅周辺の再整備等を推進し、西濃の中核都市にふさわしい風格のある景観

を形成していきます。 

○大垣駅通りの商店街の活性化や建築物等の修景等により、風格のある通りを形

成していきます。 

○建築物等への配慮と緑化による住宅景観形成を図っていきます。 

○隣接した住宅地に配慮した産業景観を形成していきます。 

○産業都市大垣らしさを感じさせる、地域の重要な景観要素となっている建造物

については、積極的に保全を促していきます。 

 

方針 

方針 
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③③田田園園のの情情景景区区域域  

大垣地域及び墨俣地域の市街地の外縁部には田園

が広がっており、西には養老山地や伊吹山などを望む

ことができる広がりのある田園景観となっています。

特に、大垣地域では先人より受け継がれた生活様式で

ある水屋などの輪中景観をみることができます。 

輪中の特長やまとまりある田園景観を保全しなが

ら、田園集落における落ち着いた景観を維持していき

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④④里里山山のの情情景景区区域域  

養老山地や烏帽子岳の緑景観、牧田川や湖の水辺景

観などの美しい自然景観が多くみられ、牧田川沿いに

は集落が点在する里山となっています。 

そこで、養老山地の山並みや烏帽子岳と、牧田川に

より形成される多良峡を代表とする谷あいの風景な

ど、優れた自然景観を保全するとともに、自然ととも

に人々の暮らしを育んできた集落の里山景観を保全

します。 

 

 

 

 

 

 
 

○里山の景色を保全するため、建築物等についても配慮し里山集落としてのイ

メージを維持していきます。 

○森林の適正管理を行い、緑景観を保全します。 

○農地については、地域住民全体で荒廃を防止し、里山景観を保全します。 

○大垣地域の南部にみられる大垣と水との関わりを示す生活様式である水屋な

どの輪中景観を保全していきます。 

○田園集落については、集落内の寺社林等の保全を積極的に行うとともに、建築

物等についても配慮を行い、集落としてのイメージを維持していきます。 

○農地については、多面的機能を地域住民全体で理解し、機能や景観の保全に努

めます。 

方針 

方針 
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（３）景観形成のための行為の制限 

１１））行行為為のの制制限限  

 建築物・工作物の新築等及び土地の形質の変更、堆積、伐採について、景観法第８

条第２項第３号に規定する良好な景観形成のための行為の制限に関する事項は、次の

とおりとします。 

１１..  建建築築物物  

●●  市市域域全全域域ににおおけけるる行行為為のの制制限限  

項項  目目  規規制制のの内内容容  

○マンセル表色系による外観の色彩は、明度２以上かつ彩度８未満とする 

○以下の色彩については、この限りではない。 

・見付面積の５分の１未満の範囲内で外観のアクセント色として着色さ

れる部分の色彩 

・表面に着色していない木材、土壁、ガラス等の材料によって仕上げら

れる部分の素材本来の色彩 

色彩 

・寺社仏閣等、伝統的な様式によるもの 

○周辺景観との調和に配慮し、全体的にまとまりのある形態とする。 

○河川に面する場所では、水辺空間との調和に配慮する。 

○屋上設備は、目立たない位置に設け、建築物本体及び周辺景観との調和

に配慮する。 

形態・意匠 

○屋上工作物は、建築物本体と調和を図るとともに、スカイラインに与え

る影響を軽減させるよう、すっきりとした形態とする。 

敷地の緑化 ○周辺景観と融和し、良好な景観の形成及び周辺環境との調和が図れるよ

う、樹種の構成及び樹木の配置を考慮した植栽を行う。 

素材 ○歴史的な景観を有する区域にあっては、周辺の伝統的建築様式との調和

に配慮した素材を使用する。 

○歴史的な景観を有する区域以外にあっては、周辺景観に調和し、長期間

にわたり良好な景観が維持できる素材を使用する。 

照明 ○使用光源は穏やかなものとし、周辺の環境に配慮する。 

※マンセル表色系：どのような色（色相）が、どれくらいの明るさ（明度）で、かつ、

どれくらいの鮮やかさ（彩度）で使用されているかを表現する数値 

※見付面積：正面から見たときに見える部分の面積 

 
 

 

 

 

 

 景観法 

第８条 

  ２ 景観計画においては、次に掲げる事項を定めるものとする。 

   一 景観計画の区域 

   二 景観計画区域における良好な景観の形成に関する方針 

三 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項 

四 第１９条第１項の景観重要建造物又は第２８条第１項の景観重要樹木の指定の方針 

五 次に掲げる事項のうち、良好な景観形成のために必要なもの   （以下、省略） 

参 考 
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●●  景景観観形形成成区区域域区区分分ごごととのの行行為為のの制制限限  

 地域の特性に応じて設けた 4 つの景観形成区域区分ごとの行為の制限を以下に示

します。各区域では「市域全域における行為の制限」と合せて、それぞれの区域の行

為の制限が適用されます。 

 

①①  ににぎぎわわいいのの情情景景区区域域  

項項目目  規規制制のの内内容容  

形態・意匠 ○高層または長大な壁面となる場合は、壁面の分節化などにより圧迫感

を軽減するよう努める。 

○特に歴史的な景観を有する地域にあっては、外観意匠を極力和風基調

のデザインとし、周辺の建築物との調和に配慮する。 

位置 ○特に歴史的な景観を有する地域にあっては、まちなみの連続性に配慮

する。 

 

②②  くくららししのの情情景景区区域域  

項項目目  規規制制のの内内容容  

形態・意匠 ○歴史的な景観を有する地域にあっては、外観意匠を極力和風基調のデ

ザインとし、周辺の建築物との調和に配慮する。 

○住宅地と隣接する工業地にあっては、住宅地との調和に配慮する。 

位置 ○歴史的な景観を有する地域にあっては、まちなみの連続性に配慮する。 

○歴史的な景観を有する区域以外にあっては、威圧感及び圧迫感を与え

ないよう、極力道路から後退する。 

 

③③  田田園園のの情情景景区区域域  

項項目目  規規制制のの内内容容  

形態・意匠 ○周辺建築物の屋根が入母屋や切妻などである地区では、これらの屋根

の形態との調和を図るため、屋根の形態はスカイラインやまちなみの形

成に配慮する。 

位置 ○歴史的な景観を有する区域にあっては、周辺に与える威圧感を軽減し、

かつ修景緑化を図るための空き地を確保するため敷地境界線から極力

後退する。 

○歴史的な景観を有する区域以外にあっては、威圧感及び圧迫感を与え

ないよう、極力道路から後退する。 

敷地の緑化 ○集落地の外周部においては、広範囲からの視線に配慮して、樹種の構

成及び樹木の配置を考慮した植栽を行う。 
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④④ 里里山山のの情情景景区区域域  

項項目目  規規制制のの内内容容  

形態・意匠 ○周辺建築物の屋根が入母屋や切妻などである地区では、これらの屋根

の形態との調和を図るとともに山稜との調和を図るため、屋根の形態は

スカイラインやまちなみの形成に配慮する。 

位置 ○歴史的な景観を有する区域にあっては、周辺に与える威圧感を軽減し、

かつ修景緑化を図るための空き地を確保するため敷地境界線から極力

後退する。 

○歴史的な景観を有する区域以外にあっては、威圧感及び圧迫感を与え

ないよう、極力道路から後退する。 

 

２２..  工工作作物物  

項項目目  規規制制のの内内容容  

配置・高さ ○周辺の景観及びまちなみとの調和に配慮する。 

色彩 ○マンセル表色系による外観の色彩は、明度２以上かつ彩度８未満とす

る 

形態・意匠 ○周辺景観との調和に配慮し、全体的にまとまりのある形態とする。 

○建築物と一体となっているものは、本体と調和を図るとともに、スカ

イラインに与える影響を軽減させるよう、すっきりとした形態とする。 

素材 ○周辺景観に調和し、長期間にわたり良好な景観が維持できる素材を使

用する。 

緑化 ○道路等の公共空間等との境界部分は緑化に努める。 

 

３３..  土土地地のの形形質質のの変変更更  

項項目目  規規制制のの内内容容  

方法 ○造成などに際しては既存樹木を保存するよう配慮する。 

○造成などに係る切土及び盛土に伴いのり面が生じる場合にあっては、

適切な植栽を行う。 

○擁壁などの構造物は、石材などの自然素材を用いる。ただし、これに

より難い場合はこれを模したものを用いる。これらの素材を用いること

ができない場合は、壁面の緑化、構造物前面の植栽などによる修景措置

を講じる。 

その他 ○当該開発行為の区域において継続的な景観形成ができるよう、※地区

計画、※景観協定、※建築協定及び※緑地協定などを定めるように努め

る。 
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４４..  堆堆積積  

項項目目  規規制制のの内内容容  

方法 ○屋外における物件の集積又は貯蔵は、周辺の景観を乱さぬよう配置し、

高さを抑え、整然とした積み上げ方とする。 

○周辺から目立たないよう生垣等により遮蔽する。 

 

５５..  木木竹竹のの伐伐採採  

項項目目  規規制制のの内内容容  

伐採 ○大規模な木竹の伐採は可能な限り避けるよう努力する。やむを得ない

場合は、周辺環境への影響を最小限に留めるよう努力する。 

環境 ○生態系へ配慮する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※地区計画 
都市計画法に基づき、地区レベルのまちづくりの要請に応え、住民生活に結びついた地区を単位と

して、建物の用途や容積率、高さ、道路、公園などの配置などについて地区の特性に応じてきめ細か

く定め、良好なまちづくりを進める計画です。 

 

※景観協定 
景観法の規定に基づき、景観計画区域内の一団の土地の所有者、借地権者の全員の合意により結ば

れた、良好な景観の形成に関する協定です。良好な景観の形成に関する事柄をソフトな点まで含めて、

住民間の協定により一体的に定めることができる仕組みであり、住民間の契約であるという協定の特

質から、景観計画区域や景観地区で定めることができない事柄についても定めることが可能です。

（例：ショーウィンドウの照明時間、可動式のワゴンの形や色等） 

 

※建築協定 
建物を建てる場合には、建築基準法などの法律で、用途、構造などいろいろな基準が定められてい

ますが、これらは全国的な視野に立って最低限の基準を定めたものであり、個々の地域では、建物の

中高層化や風紀上好ましくない建物、環境を害する恐れのある建物が建つなどして、日照、通風、採

光、騒音、電波障害、プライバシー等の問題がおこったりしています。このような問題を未然に防ぎ、

個々の地域の特色を生かした住民のまちづくりに関する要望を土地所有者などが申し合わせて、建築

に関する協定を結び、市長の認可という手続きによって公的なものとする制度です。 

 

※緑地協定 
「都市緑地法」に定められた制度で、地域住民の自主的な緑化の意志を尊重しながら地域の緑化を推

進しようとするものです。都市計画区域内の一定区域または一定区間の土地所有者全員の合意によ

り、緑化協定区域、樹木等の種類とその植栽する場所、垣または棚の構造等の必要事項を定め、市町

村長の許可を得て締結される協定です。 

用語解説 
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２２））届届出出対対象象行行為為  

景観計画に基づく届出対象行為は、景観法第１６条第１項の規定に基づき、次の

とおりとします。 

 

区区分分  届届出出対対象象行行為為  

建築物 高さが 15ｍを超え、又は、延床面積が 1,500 ㎡以上

の建築物の新築、増築、改築、若しくは移転、外観の過

半を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩

の変更 

工作物 高さが 1５ｍを超える工作物の新設、増築、改築、若し

くは移転、外観の過半を変更することとなる修繕若しく

は模様替又は色彩の変更 

土地の形質の変更 土地の形質の変更で、次のいずれかに該当するもの 

①変更に係る土地の面積が３,000 ㎡以上のもの 

②変更に伴い生ずるのり面、よう壁の高さが 5ｍを超

え、かつ、長さが 10ｍ以上のもの 

堆積 屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆

積で、堆積に係る面積が 500 ㎡以上のもの 

木竹の伐採 行為に係る面積が３,０００㎡以上のもの 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観法 

第１６条 景観計画区域内において、次に掲げる行為をしようとする者は、あらかじめ、

国土交通省令で定めるところにより、行為の種類、場所、設計又は施行方法、着手予

定日その他国土交通省令で定める事項を景観行政団体の長に届け出なければならな

い。 

   一 建築物の新築、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しく

は模様替え又は色彩の変更 

   二 工作物の新設、増築、改築若しくは移転、外観を変更することとなる修繕若しく

は模様替え又は色彩の変更 

   三 都市計画法第４条第１２項に規定する開発行為その他政令で定める行為 

   四 前三号に掲げるもののほか、良好な景観の形成に支障を及ぼすおそれのある行為

として景観計画に従い景観行政団体の条例で定める行為 

参 考 
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※現行の大規模建築物等の新築等の届出制度における届出要件との比較表 

景景観観計計画画のの内内容容  現現行行計計画画のの内内容容  
項項  目目  

景景観観計計画画区区域域  市市街街化化区区域域  市市街街化化調調整整区区域域  

建築物 高さ 15m 超 20m 超 15m 超 

〃  延床面積 1,500 ㎡以上 3,000 ㎡超 1,500 ㎡超 

工作物 15m 超 20m 超 20m 超 

土地の形質の変更 3,000 ㎡以上 － － 

堆 積 500 ㎡以上 － － 

木竹の伐採 3,000 ㎡以上 － － 

 
 景観計画区域における建築物と工作物の届出要件は、基本的に大垣市都市景観条例

（以下、現行条例と略す）の市街化調整区域における届出要件と同様としました。こ

れは、届出の範囲を拡大することにより、地域住民や事業者との届出を通じた景観に

ついての協議の中で、地域の景観形成について考える機会が増えると考えたことによ

るものです。 

 また、土地の形質の変更、堆積、木竹の伐採については、現行条例では届出の規定

がありませんでしたが、これらの行為も景観に与える影響が大きいと考え、今回新た

に届出の規定を設けました。 
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（４）景観形成重点地域 

１１））景景観観形形成成重重点点地地域域ににおおけけるる景景観観形形成成  

 大垣市には、４つに区分した区域の中にもさらに、宿場町の歴史街道のまちなみや、

輪中に代表される人と自然の営みが織りなす田園地域、良好な住環境が形成されてい

る住宅地、河川と緑による豊かな自然景観、高度情報産業と緑が調和した都市機能拠

点など、個性的なまちなみを持つ地域が多数存在します。これらの区域では、重点的

に景観形成を推進し、地域の個性を活かして、さらに魅力を高めていく必要がありま

す。 

 そこで、重点的に景観形成を行う地域については、景観形成重点地域として指定し、

住民等の合意形成に基づき、大垣市景観計画との整合性を図りながら、地域独自の景

観形成の方針や、景観形成を具体化していくための行為の制限などを定め、地区の景

観や個性を活かした景観形成に取り組みます。 

 景観形成重点地域に指定されると、建築物・工作物については、ほぼすべての行為

について届出が必要となります。この届出を通じ、地域住民や事業者が地域の景観形

成について考え、また市と地域における景観形成について協議する機会が増えること

により、地域住民等の景観形成への意識を高めるものです。また、市では届出により、

景観形成の方針等が遵守されていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２））景景観観形形成成重重点点地地域域でで定定めめるる内内容容  

 景観形成重点地域の指定にあたっては、次の内容を定めるものとします。 

 

 

 

 

 

○○大大垣垣ららししいいままちちのの景景観観をを形形成成ししてていいるる地地域域及及びびままちちのの景景観観をを計計画画的的

にに形形成成ししてていいくく必必要要ががああるる地地域域  

○○他他へへのの景景観観形形成成にに及及ぼぼすす影影響響がが高高いい地地域域  

○○景景観観形形成成のの理理念念をを市市民民・・事事業業者者にに啓啓発発すするる上上でで効効果果的的ででああるるとと思思わわ

れれるる地地域域  

基本的な 

考え方 

○景観形成重点地域の名称 

  ○景観形成重点地域の対象区域 

  ○良好な景観形成のための方針 

  ○景観形成重点地域における行為の制限 

定める 

内容 
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３３））景景観観形形成成重重点点地地域域ににおおけけるる届届出出対対象象行行為為  

区区分分  届届出出対対象象行行為為  

建築物 延床面積が１０㎡を超える建築物の新築、増築、改築、

若しくは移転、外観の過半を変更することとなる修繕若

しくは模様替又は色彩の変更 

工作物 工作物の新設、増築、改築、若しくは移転、外観の過半

を変更することとなる修繕若しくは模様替又は色彩の変

更 

土地の形質の変更 土地の形質の変更で、次のいずれかに該当するもの 

①変更に係る土地の面積が１,000 ㎡以上のもの 

②変更に伴い生ずるのり面、よう壁の高さが３ｍを超え、

かつ、長さが 10ｍ以上のもの 

堆積 屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆

積で、堆積に係る面積が３00 ㎡以上のもの 

木竹の伐採 行為に係る面積が１,０００㎡以上のもの 

 

 

※現行の大規模建築物等の新築等の届出制度における届出要件との比較表 

景景観観計計画画のの内内容容  現現行行計計画画のの内内容容  項項  目目  

景景観観計計画画  

区区域域  

景景観観形形成成  

重重点点地地域域  

市市街街化化  

区区域域  

市市街街化化  

調調整整区区域域  

建築物 高さ 15m 超 － － 20m 超 15m 超 

 〃  延床面積 1,500 ㎡ 

以上 

10 ㎡超 10 ㎡超 3,000 ㎡ 

超 

1,500 ㎡ 

超 

工作物 1５m 超 すべて すべて 20m 超 20m 超 

土地の形質の変更 3,000 ㎡ 

以上 

１,000 ㎡ 

以上 

－ － － 

堆 積 500 ㎡ 

以上 

３00 ㎡ 

以上 

－ － － 

木竹の伐採 3,000 ㎡ 

以上 

１,000 ㎡ 

以上 

－ － － 
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４４））  景景観観形形成成重重点点地地域域のの指指定定手手順順  

景観形成重点地域の指定については、次に示す内容を基本的な手順とします。 

１）地域の景観の個性や問題点、課題等を踏まえ、景観形成重点地域の対象地域を

定めます。 

２）景観形成重点地域で定める内容を検討し、地域住民等の合意形成を図るため、

対象地域内の住民等を対象とした説明会を開催します。 

３）都市計画審議会、都市景観審議会へ意見聴取を行います。 

４）景観形成重点地域の指定及びその他必要な事項を告示し、指定案の縦覧を行い

ます。 

５）景観形成重点地域を指定します。 
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５５））景景観観形形成成重重点点地地域域のの検検討討対対象象区区域域  

 
 
   

木戸町みどりの街では「サンガーデン大垣みどりの街 街なみ形成協定」、南一

色町くすの木台では「くすの木台分譲建築協定」、南一色町みどりの街では「フロ

ーラルアベニュー大垣みどりの街建築協定」がそれぞれ締結されており、建築物の

位置、構造、用途、形態、意匠や建築設備に関する基準が定められ、住宅地として

の良好な環境が高度に維持されています。 

  そこで、３地域でのまちづくりのルールの一部を、景観法に基づく「行為の制限」

として位置付け、地域住民のみなさんの取り組みを支援することにより、一体的な

住宅地としての、良好な住環境形成による住居系景観モデル区域としての指定を検

討します。 

 

 

 

 

 

 

図 良好な住環境形成区域 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観形成重点地域の検討対象区域 

○住宅地としての良好な環境を維持増進します。 

○緑化による緑豊かなまちなみを形成し、環境にも配慮した、良好な暮らしづく

りを図ります。 

①①  良良好好なな住住環環境境形形成成区区域域  

（木戸町みどりの街、南一色町くすのき台、南一色町みどりの街） 

■ 全市市域における位置 

景観形成の 

考え方 
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ソフトピアジャパン建設に伴い策定された建築協定や「ソフトピアジャパン環境

形成マニュアル」により、ソフトピアジャパンセンタービルを中心に、情報拠点施

設が集積するハイテク空間に、木々の緑があふれる潤いのある景観が形成されてい

ます。 

  この良好な景観を維持し、さらに、緑の潤いと個性的な建築物が共生する産業系

景観モデル区域としての指定を検討します。 

 

 

 

 

 

 

図 ソフトピアジャパン区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○緑の潤いと建造物が共生する、調和の取れた景観形成を図ります。 

○景観の連続性、統一性を確保し、自然環境との調和を図ります。 

 

②②  ソソフフトトピピアアジジャャパパンン区区域域  

（加賀野３・４丁目、今宿５・６丁目、小野４丁目の各一部） 

景観形成重点地域の検討対象区域 

■ 全市市域における位置 

景観形成の 

考え方 
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（５）景観形成モデル地域 

１１））住住民民等等提提案案にによよるる景景観観形形成成モモデデルル地地域域ににおおけけるる景景観観形形成成  

重点的に景観形成を行う地域の指定にあたっては、市から一方的に指定するのでは

なく、地域で実際に生活している住民の意思が尊重される必要があり、さらに言えば、

市からの提案に対して受身で意見を言うだけではなく、地域住民の主体的で積極的な

景観形成への取り組みが求められています。 

また、重点的に景観形成を行う景観形成重点地域については、ほぼすべての建築物

と工作物が届出対象となることから、地域住民の合意を得ることが難しい場合が想定

されます。 

そこで、地域住民、まちづくりＮＰＯ、公益法人等が行うことのできる地域指定の

提案の制度として、景観形成モデル地域の指定提案制度を設けます。 

景観形成モデル地域の指定提案制度では、提案時には土地所有者等の同意の要件は

設定せず、提案者（地域住民等）、市、景観アドバイザーなどにより協議会組織を立

ち上げ、大垣市景観計画との整合性を図りながら、景観形成モデル地域における景観

形成の方針や、届出対象行為の要件、行為の制限の内容等について協議を行い、協働

して区域指定の素案作成を行うものとします。 

なお、市へ素案を提出する際には、景観法第１１条第３項に規定される景観計画の

策定または変更の提案を行う場合と同様に、土地所有者等の三分の二以上の同意を必

要とするものとします。 

景観形成モデル地域指定後は、決定した景観形成モデル地域の景観形成の方針等に

従い、地区の景観や個性を活かした景観形成に取り組むこととし、必要に応じ建築物

や工作物等への助成制度の創出も検討します。 

さらに、必要に応じて景観形成重点地域の指定や、景観協定の締結、※景観地区の

指定、地区計画の提案等、様々な手法による景観形成の検討を行っていくものとしま

す。 

 

 

 

 

 

 

２２））  景景観観形形成成モモデデルル地地域域でで定定めめるる内内容容  

 景観形成モデル地域の指定にあたっては、次の内容を定めるものとします。 

   

 

 

○景観形成モデル地域の名称 
  ○景観形成モデル地域の対象区域 
  ○良好な景観形成のための方針 
  ○景観形成モデル地域における届出対象行為 
  ○景観形成モデル地域における行為の制限 

定める 

内容 

※景観地区 
景観法の規定に基づき都市計画に定めるものであり、建築物の形態意匠の制限を必ず盛り込むものとし、さら

に、建築物の高さの最高限度や壁面の位置等を盛り込むことができます。建築物の新築、増築などをしようとす

る者は、形態意匠の制限に適合するものであることについて、市長の認定を受けなければならず、市長は、その

制限に適合しない建築物があるときは是正命令をすることができます。さらに、建築物の高さの最高限度等が定

められたときは、これに適合しない建築物については建築確認処分が行われません。 

用語解説 
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３３））景景観観形形成成モモデデルル地地域域のの指指定定手手順順  

景観形成モデル地域の指定については、次に示す内容を基本的な手順とします。 

① 地域住民等により景観形成モデル地域指定の提案が行われます。 

② 市は、地域住民等からの提案内容を検討し、その必要性を判断してその旨を提

案者へ通知します。提案内容が適当でないと判断した場合は、その理由を提案

者へ通知します。 

③ 地域住民等からの提案が適当であると判断した場合は、提案者、市、景観アド

バイザー等からなる景観形成モデル地域協議会を設置します。 

④ 協議会は、地域住民を対象としたワークショップ等の開催やまち歩き、学習会

などの活動を行いながら、景観形成の問題点や課題を整理します。 

⑤ 協議会は、地域の景観特性や問題点、課題等を踏まえ、景観形成モデル地域の

対象区域を定めます。 

⑥ 協議会は、景観形成モデル地域で定める内容を検討し、地域住民の合意形成を

図るため、対象地域内の住民等を対象とした説明会を開催します。 

⑦ 協議会は、景観形成モデル地域指定の素案を作成し、提案者から、土地所有者

等の三分の二以上の同意を得たことを証する書類を添えて市へ提出します。 

⑧ 市は、審議会へ意見聴取を行います。 

⑨ 市は、景観形成モデル地域の指定及びその他必要な事項を告示し指定案の縦覧

を行います。 

⑩ 市は、景観形成モデル地域を指定します。 

 

 ※景観形成重点地域と景観形成モデル地域の比較表 

  景景観観形形成成重重点点地地域域  景景観観形形成成モモデデルル地地域域  

指定の主体 市 提案者（地域住民等） 

届出対象要件 ほぼすべての行為（決定済） 協議会で案を作成 

行為の制限 市で作成 協議会で案を作成 

住民等の合意 現行条例に合意基準の規定は

ないが、少なくとも土地所有者

等の三分の二以上の同意を必

要とする 

土地所有者等の三分の二以上

の同意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観法 

第 11 条 第８条第１項に規定する土地の区域のうち、一体として良好な景観を形成すべき土地の

区域としてふさわしい一団の土地の区域であって政令で定める規模以上のものについて、当該土

地の所有権又は建物の所有を目的とする対抗要件を備えた地上権若しくは賃借権を有する者は、

一人で、又は数人が共同して、景観行政団体に対し、景観計画の策定又は変更を提案することが

できる。この場合においては、当該提案に係る景観計画の素案を添えなければならない。 

２ まちづくりの推進を図る活動を行うことを目的として設立された特定非営利活動促進法第２

条第２項の特定非営利活動法人若しくは民法第 34 条の法人又はこれらに準ずるものとして景観

行政団体の条例で定める団体は、前項に規定する土地の区域について、景観行政団体に対し、景

観計画の策定又は変更を提案することができる。同項後段の規定は、この場合について準用する。 

３ 前二項の規定による提案は、当該計画提案に係る景観計画の素案の対象となる土地の区域内の

土地所有者等の三分の二以上の同意を得ている場合に、国土交通省令・農林水産省令・環境省令

で定めるところにより、行うものとする。 

参 考 
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４４））景景観観形形成成モモデデルル地地域域のの検検討討対対象象区区域域  

 

 

 

美濃路墨俣宿を中心とした区域は、美濃路の道筋やその周辺に歴史的な面影を残す

建造物や史跡が散在していますが、空地・空家の増加や建替え、老朽化などにより、

宿場町の雰囲気は失われています。 

 そこで、宿場町という歴史的資産をまちの魅力を形成する中心的な柱とし、その歴

史的なたたずまいを活かした景観形成を図る区域としての指定を検討します。 

 

 

 

 

 

 

図 美濃路墨俣宿を中心とした歴史景観形成区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 全市市域における位置 

○歴史的な建造物の維持・活用を図ります。 

○宿場町の歴史・文化を活かした、風情あふれる景観形成を図ります。 

景観形成モデル地域の中心となる検討対象区域 

① 美濃路墨俣宿を中心とした歴史景観形成区域 

（西北町、西南町、中町、本町、寺町を中心とした区域） 

景観形成の 

考え方 
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時山区域は、美濃富士とも言われる烏帽子岳、清流牧田川など風光明媚な自然が

育む地域で独自の文化が存在します。地域住民の里山への関わりも薄れつつある現

在、地域住民の生活と密接に結びついた森や田等からなる里山景観の保全が求めら

れています。 

  そこで、先人から受け継いできた里山景観を保全し、山の斜面を利用した階段集

落からなる、特徴的な里山集落景観を維持していく区域としての指定を検討します。 

 

 

 

 

 

 

図 上石津時山区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○時山地区のシンボルである鳥帽子岳と牧田川からの遠景に配慮した景観を

形成していきます。 

○階段集落に代表される里山集落としての景観の維持に努めます。 

○山林や農地について維持管理に努め、里山景観を保全します。 

■ 全市市域における位置 

② 上石津時山区域 

（上石津町時山の一部） 

景観形成モデル地域の検討対象区域 

景観形成の 

考え方 
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（６）大垣市景観遺産 

１１））大大垣垣市市景景観観遺遺産産のの指指定定のの方方針針  

① 基本的な考え方 

 大垣市の近代化を支えた産業･文化等の近代遺産や、宿場町の歴史・文化の蓄積を

感じさせる建造物をはじめ、文化財指定の有無を問わず後世に伝承すべき景観を有す

る建造物等で、次に示す項目に該当するものについては、所有者の意見を聴き、合意

を得た上で、大垣市景観遺産として指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○明治から昭和初期に建造された建造物で、産業都市大垣を象徴するもの（近代

遺産） 

○宿場町の風情を醸し出す建造物など、大垣の歴史・文化の蓄積を感じさせる建

造物（歴史・文化遺産） 

○優れたデザインにより建造物としての価値が高いもの（現代資産） 

○その他、地域の良好な景観形成に貢献している建造物等（風景資産） 

基本的な 

考え方 
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② 地域別の指定方針 

 大垣市景観遺産の指定にあたり、景観計画区域ごとにおける主な指定方針は次のと

おりです。 

● にぎわいの情景区域 

・旧街道筋の建物のうち、歴史的建築様式を今に伝える町屋など 

・近代的な建物のうち、デザインの特に優れた、地域のシンボルとなる建造物など 

・産業都市大垣らしさを感じさせる、地域の重要な景観要素となっている建造物な

ど 

● くらしの情景区域 

・旧街道筋の建物のうち、歴史的建築様式を今に伝える町屋など 

・産業都市大垣らしさを感じさせる、地域の重要な景観要素となっている建造物な

ど 

● 田園の情景区域 

・水屋などの伝統的な生活様式を今に伝える農家住宅など 

・田園集落において重要な景観要素となっている寺社などの建造物など 

● 里山の情景区域 

・里山の生活様式を今に伝える、石垣など地域の特徴が良くあらわれた住宅など 

・里山集落において重要な景観要素となっている寺社などの建造物など 

 

③ 指定の方法 

 大垣市景観遺産の指定は、候補物件の抽出段階から広く市民の意見を集め、さらに

別に設置する「大垣市景観遺産審議会」の意見を聞いて行うものとします。 

 大垣市景観遺産の指定を行ったときは、これを表示する標識を設置するものとしま

す。 

 

④ 大垣市景観遺産の保全・管理並びに活用について 

 大垣市景観遺産に指定された建造物等については、所有者との合意のもとに、その

良好な景観が損なわれないよう、管理基準に従い適切な保全・管理を行うものとしま

す。 

 また、大垣市景観遺産として指定された物件のＰＲを行い、その景観的価値を知ら

していくとともに、所有者等との合意のもとに、景観まちづくりの核としての積極的

な活用を促進します。 

 

⑤ 景観重要建造物の指定について 

大垣市景観遺産に指定された建造物の中でも、積極的な保全が求められる建造物に

ついては、所有者の意見を聴き、合意を得た上で、さらに別に設置する「大垣市景観

遺産審議会」の意見を聞いたうえで、景観重要建造物として指定します。 
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景観重要建造物に指定されることにより、増築、改築、移転若しくは除却、外観を

変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更については、市長の許可を

得た上で行うこととなります。ただし、現状変更の規制がかかることにより生じる損

失については、市から補償されます。また、相続税についても、その評価において、

利用上の制限の程度に応じた適正な評価がなされます。 

 景観重要建造物の指定を行ったときは、これを表示する標識を設置するものとしま

す。 

 

⑥ 景観重要樹木の指定について 

大垣市景観遺産に指定された樹木の中でも、市民に親しまれ、道路その他の公共の

場所から見ることができ、次に示す項目に該当する樹木については、所有者の意見を

聴き、合意を得た上で、さらに別に設置する「大垣市景観遺産審議会」の意見を聞い

たうえで、景観重要樹木として指定します。 

景観重要樹木に指定されることにより、伐採や移植については、市長の許可を得た

上で行うこととなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※大垣市景観遺産と景観重要建造物及び景観重要樹木の比較表 

  根根拠拠法法令令  現現状状のの変変更更等等  税税支支援援  損損失失補補償償  管管理理協協定定  

大垣市景観遺産 景観条例 届出制 無 無 無 

 景観重要建造物 景 観 法 許可制 有 有 有 

 景観重要樹木 景 観 法 許可制 無 有 有 

○樹木としての歴史・文化的価値が高く、地域の景観を特徴づけている樹木 

○※アイストップや街角など景観上重要な場所に位置し、地域の良好な景観形成

に貢献している樹木 

○樹容が地域のシンボル的な存在であり、地域の良好な景観形成に貢献している

樹木 

基本的な 

考え方 

※アイストップ 
街角や行き止まり、曲がり角等にある樹木等をはじめ、人の視線をひきつけるような役割を果たしているもの。 
 

用語解説 
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３３））大大垣垣市市景景観観遺遺産産審審議議会会のの設設置置（（案案））  

① 目的 

大垣市景観遺産審議会は、市長の諮問に応じて、旧街道の宿場町に点在する歴

史・文化の蓄積を感じさせる建造物や、大垣市の近代化を支えた産業･文化等の近

代遺産等の、後世に伝承すべき景観を有する建物や構造物等を総称する「大垣市景

観遺産」の保存及び活用に関する専門的及び技術的事項を調査審議し、並びにこれ

らの事項に関し必要と認める事項を市長に建議します。 

 

② 構成 

  大垣市景観遺産審議会は５人程度で組織し、文化財保護法との連携を図る意味か

ら市文化財審議委員、都市計画審議会との連携を図る意味から都市計画審議会の学

識経験者、その他、歴史的建造物保全についての活動を行っている建築士や、景観

に関する専門家、地域代表等から委員の選任を行います。 

 

③ 審議会への諮問事項 

○大垣市景観遺産の指定及びその指定の解除 

○景観重要建造物及び景観重要樹木の指定及びその指定の解除 

○（仮称）大垣市景観遺産ファンドによる助成についての審議 

○その他大垣市景観遺産に関すること 
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（７）屋外広告物の表示及び掲出物件の設置に関する事項 

①①  屋屋外外広広告告物物のの表表示示及及びび掲掲出出物物件件のの設設置置にに関関すするる基基本本事事項項  

屋外広告物の表示及び掲出物件の設置に関しては、商業系地域においては賑わいの

演出等に一定の効果を持ちますが、大規模な広告物や派手な色彩の広告物、道路沿道

に乱立した広告物など、景観を悪化させる原因となるものもみられます。市民を対象

に行った景観に関するアンケート結果においても、屋外広告物への規制について多数

の意見がありました。 

 現在、大垣市では屋外広告物について、岐阜県屋外広告物条例（昭和３９年岐阜県

条例第４７号）に基づき、表示及び掲出物件の設置を行うこととなっていますが、条

例に違反している屋外広告物、条例の規定を満たしていない屋外広告物もみられます。 

よって、当面は県条例の趣旨及び規定遵守の徹底を目指すものとし、屋外広告物に

関する実態調査等により現状の把握を行ったうえで行う違反広告物への是正指導を

通じて、適正な屋外広告物の表示及び掲出物件の設置に努めるものとします。 

 

岐阜県屋外広告物条例における許可の基準（共通基準） 

 ① 都市美観又は自然景観に調和し、周囲の環境を損なわないものであること。 

 ② 汚染し、変色し、又は塗料等のはく離したものでないこと。 

③ 広告を表示しない裏面、側面及び脚部の露出部分は、加工、塗装その他の装

飾をしたものであること。 

 ④ 蛍光塗料は、使用しないものであること。 

⑤ 電飾設備を有するものにあっては、点滅速度は緩やかなものであって、 昼

間においても美観風致を損なわないものであること。 

⑥ 色彩は、美観風致の維持及び公衆に対する危害防止に十分配慮したものであ

ること。 

 ⑦ 容易に腐朽し、又は破損しない構造であること。 

 

 

 

②②  違違反反広広告告ババススタターーズズににつついいてて  

本市では、現在、行政と市民とが一体となって地域の違反広告物の簡易除却活動を

行う「違反広告物除却協力団体」（通称：違反広告バスタース）による活動が行われ

ています。 

この活動は、良好な都市景観の維持・形成を図るとともに、地域での健全な青少年

育成のための環境浄化を目指して行われるもので、市長が、活動を行う市民団体を認

定し、団体員を協力推進員として任命します。 
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自治会や青少年育成推進員、PTA をはじめとした地域のみなさんのご協力をいた

だいて、平成１６年度から６小学校区で始まったこの活動は、当時県下では初めてと

なる先駆的な取り組みでした。平成２０年度にはすべての小学校区で除却協力団体が

設立され、活動に取り組んでいただいています。 

今後も違反広告バスターズの活動を引き続き支援していくとともに、屋外広告物の

新設情報の提供や違反広告物の設置等についての通報・指導等を行うことができる制

度を創出するなどして、景観阻害要因となりがちな屋外広告物の規制を行っていくも

のとします。 

 

  

③③  今今後後のの方方針針  

 地域の広告物に関する意識や社会経済情勢の変化等を踏まえて、屋外広告物の規制

が景観形成上特に重要な地域については、地元の住民等の意見を聞いた上で、市独自

の屋外広告物条例制定を視野に入れながら、重点的に屋外広告物の表示及び掲出する

物件に関する行為の制限を行うことを検討していくものとします。 
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（８）景観重要公共施設の整備及び良好な景観形成に関する事項 

①①  景景観観重重要要公公共共施施設設のの整整備備にに関関すするる方方針針  

景観計画区域内にある道路や河川、公園の公共施設のうち、良好な景観形成上特に

重要なものについては、今後、当該公共施設の管理者と協議し、同意を得た上で、本

市の景観形成を先導的に図る公共施設として「景観重要公共施設」として指定し、整

備に関する方針を定めるものとします。 

整備に関する方針は、その公共施設がおかれた地域の景観特性を十分考慮し、その

景観形成の区域区分の方針・行為の制限への適合に配慮するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②②  景景観観重重要要公公共共施施設設のの占占用用許許可可等等のの基基準準  

 良好な景観形成の観点からは、公共施設の整備だけでなく公共施設の占用等につい

ても景観に配慮したものとする必要があるため、今後、指定された景観重要公共施設

において、工作物等の占用の許可を行う場合は、占用許可等の基準を定めるものとし

ます。占用許可等の基準は、周辺の景観と調和するよう景観形成の区域区分の方針・

行為の制限への適合に配慮するものとします。 

 

 

○道路 

・車道の仕上げや交通安全施設・標識などは、沿道の建築物等によるまち

なみが映えるデザイン、色彩に配慮を促します。 

 ・良好な景観を形成するため無電線化を進めるとともに、その適正な維持

管理を促します。 

○公園 

・周辺の景観や眺望にも配慮した景観形成を図ります。 

 ・工作物等の設置は、周辺の自然環境や眺望に配慮します 

○河川 

  ・周辺区域からの眺望や河川敷から周囲への眺望に配慮した整備を行い、

適正な維持管理を促します。 

・市民が身近に潤いや安らぎを感じられる親水性の高い空間の整備を促し

ます。 

考えられる 

整備方針 
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（９）その他主要な景観施策及び方針 

１１））景景観観形形成成市市民民団団体体のの認認定定  

本計画による景観形成を推進していくためには、市民・事業者・行政が一体となっ

て取り組むことが必要となります。 

現行条例では、市は積極的に景観形成を進める市民団体を、条例の規定に基づき「景

観形成市民団体」として認定し、良好な景観形成に関する自発的な活動の支援を行う

こととしています。平成１４年に赤坂地域の地元住民らによって設立された「中山道

赤坂宿まちづくりの会」は景観形成市民団体認定第１号で、市は同会の行う、赤坂宿

の歴史的なまちなみの雰囲気を後世に残していくための活動を支援しています。 

 さらに、景観形成市民団体が行う景観に関する自主的な事業に対する助成制度を新

たに創出して、今後も積極的に景観形成市民団体の認定を行い、景観形成に関する自

発的な活動を促進します。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・団体の活動が、当該地域における景観形成に寄与すると認められるもので

あること 

・団体の活動が、当該地域の住民の多数の支持を得ていると認められるもの

であること 

・団体の活動が、財産権その他の権利を不当に制限するものでないこと  

・その他規則に定める事項に該当していること 

 

 ・景観形成に関する情報提供や助言等の技術的な支援 

 ・助成金の交付 

  ①団体の活動に要する経費への助成 

  ②団体の行う景観に関する自主的な事業に対する助成 

団体への支援 

団体認定要件 
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 平成１４年５月に赤坂地域の地元住民らによって設立され、市は同年８月に景観形

成市民団体として認定しました。 

 この地域は、中山道５７番目の宿場町として栄えた、歴史ある地域であり、史跡や

文化財、当時の雰囲気の残る民家等があります。 

 市は、赤坂宿としての歴史的なまちなみの雰囲気を後世に残していくための本会の

活動を支援しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

景観形成市民団体 認定第１号 

「中山道赤坂宿まちづくりの会」 
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２２））（（仮仮称称））大大垣垣市市景景観観遺遺産産フファァンンドドのの設設立立  

景観計画で位置付けを行う大垣市景観遺産について、その保全、再生を推進するた

め、（仮称）大垣市景観遺産ファンドという市民や企業からの寄付金と市費を基金（フ

ァンド）として積み立て、これを原資としながら財政面から支援する制度を設立し、

大垣市景観遺産の保全・再生助成により、大垣市景観遺産を活用した大垣らしいまち

なみ景観づくりを推進します。また、大垣市景観遺産の活用に関して市民が実施する

まちづくり事業等を支援することで、大垣市景観遺産の活用による景観まちづくりを

行います。 

なお、（仮称）大垣市景観遺産ファンドには、財団法人民間都市開発推進機構から

の助成や、ふるさと納税制度による寄付のほか、広く市民等から寄付を募り、まちづ

くり事業を自らが支援する仕組みを作ります。また、京都市で実施されている、飲料

の自動販売機の売り上げの一部を、まちづくりファンドへの寄付とする事業も検討し

ます。 

（仮称）大垣市景観遺産ファンドは市が設置するものとしますが、公正かつ効果的

に運用を行うため、別に設置する審議会等へ諮問を行うものとします。審議会等では、

合わせて大垣市景観遺産の保全・再生助成対象物件の選定も行うものとします。 

なお、（仮称）大垣市景観遺産ファンドの運営は、景観整備機構を指定した際には、

景観整備機構へその業務の委託を行うことを検討します。 
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３３））景景観観形形成成にに対対すするる「「修修景景助助成成金金」」制制度度ににつついいてて  

貴重な歴史的・文化的資産は、時代の流れに伴って徐々に失われつつあり、例えば、

かつての宿場町におけるまちなみ景観の保全・再生は喫緊の課題となっています。 

そこで、市では、市が指定する区域内の建築物等を対象に、一定の基準に沿った整

備について、「修景助成金」を交付する制度を設けています。 

現在「修景助成金」制度について定めた「大垣市都市景観形成建築物等修景モデル

事業助成金交付要綱」に基づき、建物の新築や改築等をされる場合に一定の助成を受

けることができますが、今後、本計画に基づいて規制と合わせて誘導するための助成

制度を整備します。 

 

① 目的 

 一定の基準に沿った良好な景観を維持、再生することで魅力あるまちなみを形成す

る。 

 

② 助成の対象 

 一定の基準に沿った行為で、要綱に定める景観形成基準に適合するもの。 

○周辺景観とマッチした風情を醸し出す建築物、工作物の新築、改築や修繕等 

 ○周辺地域と調和した広告物の新設や著しく不調和な広告物の撤去等 

 

③ 現行助成金額 

                      助成率    助成限度額 

建築物の設計に係る経費                        10 万円 

 建築物の新築、改築、修繕等                        100 万円 

 工作物の新設、改修、修繕等                         50 万円 

 広告物の設置、撤去等                  30 万円 

  ＊「修景助成金」の合計は１００万円までとなります。 

 

④ 対象地区等 

 景観遺産指定建造物等や景観形成重点地域、景観形成モデル地域などの指定区域 

 

 

 

 

 

２分の１ 
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⑤ 「修景助成金」交付の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 今後の展開 

 大垣市都市景観形成建築物等修景モデル事業助成金は、（仮称）大垣市景観遺産フ

ァンドを設立した際には、ファンドとの整合を図りながら、景観形成重点地域や景観

形成モデル地域等の指定区域内等において助成を行うこととします。 

 

 

 

② 「 交 付 申 請 書 」 提 出  

③「修景助成金」交付の適否を審査  

④ 「 修 景 助 成 金 」 交 付 決 定 の 通 知 

⑦「修景助成金」交付額確定  

⑧「修景助成金」交付額確定の通知 

⑥ 「 完 了 報 告 書 」 提 出  

⑨「修景助成金交付請求書」提出 

「 修 景 助 成 金 」 交 付 

申請者 市 

⑤ 「 修 景 助 成 金 」 交 付 決 定 行 為 の 着 工 

①助成についての事前相談 
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４４））景景観観整整備備機機構構のの指指定定  

 民間団体や市民による自発的な景観の保全・整備の一層の推進を図る観点から、一

定の景観の保全・整備能力を有する公益法人又はＮＰＯ法人について、景観整備機構

として指定することで、良好な景観形成を担う主体として位置付けます。 

 市では、景観整備機構となる団体については新規に設立する方向で検討します。景

観整備機構で行う業務は以下の内容を想定しています。 

  

  １．自主事業 

  （１）景観まちづくり活動支援事業 

    ①まちづくり専門家派遣（アドバイザー派遣） 

     ・住民の主体的な景観まちづくり活動に対し、景観まちづくりに関する専

門知識と実務経験の豊かな専門家を必要に応じて地域に派遣します。 

②まちづくり活動助成 

 ・地区計画の策定や建築協定・景観協定の締結等を目指して、まちづくり

を継続的及び計画的に行う団体（協議会を含む）の活動に対し、助成金

を交付します。 

③景観まちづくり活動相談 

 ・地域の自主的な景観まちづくり活動の促進等に向け、自主的な活動に取

り組もうとしている地域等に対して、様々なアドバイスや各種情報提供

を行います。 

  

 （２）大垣市景観遺産・景観重要建造物・景観重要樹木事業 

    ①大垣市景観遺産・景観重要樹木の提案・管理 

 ・市民活動団体と連携しながら、大垣市景観遺産・景観重要樹木の指定に

向けた取り組みを進めるとともに、市への指定提案も行います。また、

第三者の管理が必要な景観重要建造物・景観重要樹木について、専門家、

市民活動団体等との連携により管理・活用の検討に取り組みます。 

②景観重要建造物の提案・管理の一環としての大垣市景観遺産の保全・改

修・活用 

 ・大垣市景観遺産の保全・改修・活用等に関する幅広い市民相談に常時応

じるとともに、建築士・建設業者・宅建業者等事業者との連携により、

具体的かつ専門的内容に対応する相談窓口を運営します。 

  

 （３）（仮称）大垣市景観遺産ファンドの運営 

     ・（仮称）大垣市景観遺産ファンドの運営を行います。 
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 （４）まちづくり情報提供事業 

    ①景観まちづくりシンポジウム 

     ・広く市民を対象に、景観まちづくりに関する情報の提供や普及・啓発を

目的に景観整備機構事業の成果等を盛り込んだシンポジウムを開催し

ます。 

②ニュースレター発行 

 ・景観整備機構の事業内容や市民のまちづくり活動の状況を広く PR する

ために、ニュースレターを編集・発行し、市の機関等で配布するほか、

ホームページ等での PR、賛助会員への送付を行います。 

  

 （５）調査・研究事業 

    景観まちづくりの推進に係る大垣市景観遺産の調査・研究等を行います。 

 

 ２．大垣市からの受託事業 

  大垣市が委託する各種景観まちづくりの関連事業の推進 

  （例 地区計画相談、耐震相談、違反広告バスターズの各団体の指導・研修業務

など） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大垣らしい景観の保全・創造 

大垣市 

景観整備機構 
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５５））大大垣垣市市ササイインンシシスステテムム整整備備計計画画のの見見直直しし    

 市が公共空間において、文字や図形などにより地域や公共施設の所在等の情報を提

供するサインは、都市機能の円滑化を促進するだけでなく、少なからず都市景観に影

響を及ぼすとともに、都市の特色や性格を表現することができるものです。 

 現行の「大垣市サインシステム整備計画」（平成４年策定）策定から１５年以上が

経過し、これまで計画に沿って必要性が高い施設誘導サインやルート案内サインなど

計画的に整備を進めてきました。 

景観計画の推進にあたり、この際、景観として必要なサインはどういうものなのか、

説明サインや施設誘導サイン、観光的な案内サインなど、担当課・関係課が設置した

ほうがより効果的なサインがあるのではないかなど、サイン設置のあり方を抜本的に

再検討したいと考えています。 

今後は、現行の「大垣市サインシステム整備計画」におけるサインの配置状況等の

現状分析・検証を進め、サインの必要性、設置主体、内容、設置個所、大垣市ユニバ

ーサルデザイン推進指針の理念に沿ったデザイン等の再構築を行います。 

また、計画の見直しにあたっては、施設や地点名の表示だけでなく、避難所等の案

内やＱＲコードを利用した多情報化にも対応したものとします。 

 

サインシステム整備計画再構築アクションプラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針作成 
 ・配置計画の再構築 

 ・重点目標設定 

現況分析 
 ・サインの配置状況の把握 

 ・サインの損耗状況の把握  

サインデザイン 
 ・文字・図形の表記基準見直し 

 ・デザイン・レイアウトの見直し 

メンテナンス 

 ・管理方法、管理主体の見直し 

整備計画策定 

 ・計画の推進体制 

 ・サイン計画推進庁内連絡会議等の設置 

・優先順位 


